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げんべい川の生きもの 

 

三島市立北小学校 

  ３年  野上 耀(あき) 

  

 

 

七月二十八日に消ぼうしょの近くにある、げんべい川に住む生きものを探しにいき

ました。 

 みつけたのは、ヨコエビ、カワゲラ、チラカゲロウ、やご、タニガワカゲロウ、カ

ワニナ、アメリカザリガニ（ちょっと小さめ）をみつけました。 

川の石の下や川のはしっこにいました。アメリカザリガニは外国からきた外らいし

ゅだそうです。 

たくさんとれたのは、カワニナという貝です。なんと、八十九個もとれました。あ

んまりとれなかったのはカワゲラです。 

きれいな水にすんでいる生きものがたくさんいてうれしかったです。 

きれいな水をたもつために、川にゴミをすてる人がいなくなるといいです。 

わたしもきれいな川にするためにゴミをすてないようにしようと思いました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成 29年度 水生生物観察会に参加して《作文》 
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水生生物観察会に参加して 

 

清水町立西小学校  

４年  尾崎 修磨 

 

 

 

 

 

黄瀬川に、ぼくの知らない生き物がいっぱいいるのではないかと思い、調べたくて

参加しました。 

流れに向けて、あみをおき、 

「足で地面をけってごらん」 

と言われたので、地面をけって、あみをあげました。すると、見たこともない生き

物がいっぱいいました。ぼくは足より手でやった方がもっととれるかも、と思い、次

は手でやってみました。あみを上げて見たら、一回目よりも多くとれました。それに

めずらしいヒトリカゲロウがいました。ほかのはんから、 

「すごい！めずらしい！」 

と言う声が聞こえたので、黄瀬川は水生生物がいっぱいいて、めずらしい生物もい

ることが分かりました。 

はんごとに分かれて、とった生き物を白いケースにうつして観察しました。すると

いつの間にか魚もとれていました。ぼくの友達は許可をもらってみんながとった魚を

かおうとしていました。 

ぼくと同じはんの友達が、 

「きれいな水と、ややきれいな水にいる生き物しかとってないね」 

と言ったので見てみると、ほとんどがそうでした。ということは、黄瀬川の水はき

れいだということです。だから、これから川の水をよごさないようにみんなでしたい

です。 

そして、また、めずらしい生き物をとりたいので、来年もぜひ参加したいと思いま

す。 
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水生生物観察会に参加して 

 

函南町立函南東小学校 

 5 年  加納 花夏 

 

 

 

 

 

 私が、水生生物観察会で学んだことは、川の水質についてです。Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの

階級に分けて調べました。Ⅰがきれいな水です。調べ方は、水生生物の数を調べてき

れいな水に住む生物かきたない水に住む生物かで判断します。数が多いところで決め

ます。来光川（観音橋中流）は、きれいな水でした。ヒラタカゲロウやナガレトビケ

ラがいました。 

 ヒラタカゲロウが今日見た中で一番面白いと思いました。理由は、流されないよう

に、すごくうすいからです。川で見た時は、とてもおどろきました。そのヒラタカゲ

ロウに似ている水生生物で、タニガワカゲロウがいました。クラガワカゲロウも平た

い体をしていました。なので。間違えてしまいました。でも、その後に職員の人に見

分け方を教わったので、もうまちがえません。 

 不思議に思ったのは、私の班ではヒラタカゲロウなどきれいな水に住む生物とエラ

ミミズなどのきたない水に住む生物がいたことです。A グループの人が質問していま

した。流れの速い所はきれいな水です。おそい所は、ヨシなどが生えているのできた

なくはないけど、きたない水に住む生物もいるという事が分かりました。 

 水生生物観察会に行って、川にきれいな水に住む水生生物が増えてほしいと思いま

した。また来年も行って、水質を観察したいです。私を教えてくださった職員さんと

質問に答えてくださったみなさん、ありがとうございました。他の川の水質も調べた

いです。 
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水生生ぶつちょうさで考えたこと 

 

裾野市  辰己 結椛 

 

 

 

 

 

 七月二十九日、わたしは、佐野川で水生生ぶつちょうさをしました。外はあつかっ

たけど川の水はつめたくてヒヤッとかんじました。でも、さむくありませんでした。 

川の水はとてもきれいでした。水の中をのぞくと何かがキラッと光りました。わたし

は、ウキウキ、ワクワクとたのしくなりました。 

五はんに分かれてちょうさしました。 

まず、石をもち上げて手でやさしく、くっついている石をパラパラとあみにおとしま

す。 

これらは、貝や魚などの家と教わりました。 

あみの中の石をすこし水に入れて、あみをゆらすと生きものがよく見えます。それを

ピンセットでやさしくつかんで分るいしました。これで、川の水がどのくらいきれい

か分かります。 

わたしと父がつかまえた中で一ばん多かったのは、ヒラタカゲロウるいでした。サワ

ガニも多くつかまえました。カワエビやカワニナをつかまえた人もいました。わたし

は、すごいなあとおもいました。 

みんなでちょうさしたけっかは、水しつかいきゅうⅠが１ばん多いので、川はきれい

と出ました。わたしはあんしんしました。でも、きたない水にすむヒルが一ぴきいた

ので、きれいな水にしようとやくそくしました。 

川の水をまもるために家ぞくで出来ることを考えました。 

わたしはごはんをのこさずたべる。水や川にゴミをおとさない。母はおさらのよごれ

をふいてからあらう。父はカンやゴミをもちかえる。おとうとは二才だからわたしが

いっしょにかたづけます。 

家ぞくみんなで川の水をまもっていきます。 

 


